
、

12戒河
、

、
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一
Ｊ
繍
聴
竜
猟
翰
卿
時
纐
剰
湘
加
囎
糾
噸
鰡
捌
瀦
い
岬
漉
恥
岬
柵
伽
珊
鯛
州
附
則
ヤ
妨
蝿
漁
愉
陥
臘
鰯
慨
執
＃
聯
職
醐
慨
測
繩
噛
桝
鐸
艶
伸
‐
Ｊ
詮
Ｎ
熈
附
手
弛
悲
匹
細
規
阿
瀧
”
魁
棚
翻
鱗
剛
醐
郷
聴
概
駅
剛
罷
慨
醗
織
癖
時
Ｈ
陥
蝿
肺
測
恥
鰯
町
拱
叫
僻
岬
蝉
綱
岬
い
榊
瞬
織
厭
Ⅸ
妙
Ⅱ
隈
辰
儒

し
よ
う
う

下
山
田
昌
右
さ
ん
（
上
手
麺
が

日
展
（
工
芸
美
術
）
で
特
選
を
受
賞

糾
洲
割
酬
靴
醐
郷
戦
Ｍ
１
榊
同
聴
鯏
制
瑚
叫
祁
凡
郷
畑
蝋
，
副
跳
，
川
’
’

昭和54年以来、 18回目の日展入選となった今年は、

｢特選」を受賞。自然が作り出す造形や大地の姿をモチ

ーフとして、作品づくりに取り組んでいる下山田さんの

今回の作品は、 「追憶』。 「峡谷の切り立つ岩に、ただひ

たすらに悠久の時が流れ、風雪に耐えて形づくられてい

く強さの中に、人もまた思い出が心に刻まれ、そして時

が流れていく想いを菫ねました」と下山田さん。また、

｢何にもとらわれることなく、 自分を大切にし、 自由で

ありたいと思っていましたので、特選の知らせには戸惑

いましたが、周りの多くの方々と所属団体の諸先輩や仲

間が自分のことのように涙を浮かべて喜んでくれたこと
うれ

が、私にとって何よりも嬉しくありがたく思いました」

と受賞の喜びを話しています。

［日展会友、日工会評議員］

二
三
費
王
。
－
亘
宅
二
員
ミ
竜
亀
主
司
毛
旦
尹
里
鹿
『
圭
垂
萱
毛
垂
竺
冒
曹
達

轄
寺
蔓
電
菫
毒
碧
蓉
草
薑
罰
毫
詞
急
窒
蕾
軍
瑞
雲
単
踊
理
郡
蜀
序
鱈
弧
迩
掴
騨
隠
俵
蠕
帰
倒
蛸
黙
興
翰
踊
輔
輔
講
鰹
埼
蛎
閏
識
調
陽
勇
軽
量
葱
肩
嚇
鍔
誇
農
婦
轌
閏
唯
時
霞
澤
謙
署
争
辱
蕊
二
重
辱
葦
蒔
奪
雪
鴦
睾
喜
唖
電
茎
蓉
專
悪
筆
再
罰
冨
罰
慰
註
塁
轟
篇

叱
豊
胤
檸
富
湯
震
喧
箸
跨
鷺

一
追
憶
」
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永年の功續をたたえます。 市民表彰
巾
文
化
協
会
の
理
事
と
し
て
本
市
文
化
行
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
と
し
て
、

広
く
市
民
の
文
化
意
誠
の
向
上
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
常
設
委
員
及
び
常
設
補
助
員
と
し
て
農
業
行

政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
赤
浜
田
園
都
市
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
長
と
し
て
地
域
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

昭
和
甥
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

ま
た
昭
和
他
年
か
ら
現
在
ま
で
秋
山
中
地
区
常
設
委
員
と
し

て
本
市
農
業
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

『[

′

》
てるお

大部昭雄さん(秋山）

農業は厳しい環境にありま

すが、農家のみなさんとと

もに地域の中で少しでもお

役に立てるような活動を続

けていきたいと思います。

あいち

山口安一さん(島名） 長久保寅次さん(赤浜）

みなさんの理解と協力をい

ただきながら､その職務を全

うすることができました｡受

賞に際し､改めて感謝の気持

ちでいっぱいです。

ー

多
年
に
わ
た
り
市
医
及
び
学
校
医
と
し
て
本
市
保
健
行
政
の

発
展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
健
康
診
査
業
務
に
従

事
し
、
母
子
保
健
衛
生
思
想
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す

り
お
い
の
に

凰
咋
柾
争
雲

Ｊ
》
》
》
舸
》
詞
討
垂
瞬

安
く
だ
て
、

／
Ｉ
づ
た
し
で
・

ん
康
い
と
で
す

弛
確
澁
函
鑑
畦

刀
口
ん
さ
、
し
て

市
商
工
会
の
副
会
長
及
び
理
事
を
歴
任
し
、
現
在
は
会
長
と

し
て
本
市
商
工
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
ま
た
市
観
光
協
会

顧
問
と
し
て
観
光
行
政
の
推
進
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
市
遺
族
会
の
副
会
長
及
び
評
議
員
、
班
長
を

歴
任
し
、
平
成
８
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
戦
没
者
の
英
霊
の

顕
彰
や
遺
族
の
援
護
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

‘¥鐘呼簿､
4#

／／

／ソ

鱗溌

田村實さん(本町） 坪和三代喜さん(上手綱）

戦後53年が過ぎて、戦争の

記!'意は年ごとに風化しつつ

ありまが、引き続き英霊の

顕彰や遺族の援護、遺族会

の発展に努めていきます。

会員は厳しい環境にある地

域商業の活ﾉ|生化に向けて努

力しています。今回の受賞

はそのみなさんを代表して

いただいたと思っています。

ー

昭
和
帥
年
か
ら
現
在
ま
で
高
萩
都
市
計
画
事
業
川
西
側
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員
と
し
て
、
本
市
の
区
画
整
理
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
轍
誉
附
議《

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事
し
、

本
市
統
計
業
務
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
統
計

協
会
副
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
推
進

協
議
会
長
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
、
市
公
平
委
員
会
委

員
な
ど
本
市
行
政
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

ぷ』

零F

！

雷

一

宇佐美忠さん(安良川） 黒澤光壽さん(安良川）

ないのに表

／ています。

緊急の整備

もあり、引

,）きます。 ＃
2



佐川誠太郎さん(上君田） 勲
五
等
双
光
旭
日
章
蕊
無

昭和19年高岡村役場に奉職され、町村

合併後は高萩市役所職員として39年余に

わたって職務に精励されました。 また、

昭和58年からは8年間にわたり高萩市収

入役として地方自治の進展と市政の向上

発展に尽力されました。

《喜びの声》たくさんの友だちや先輩に

恵まれた中で仕事ができて幸せ者だと思

っています。受菫は考えてもいなかった

ことで、感激この上ありません。

活
動
な
ど
に

尽
力
に
敬
意

〃
〃
〃
〃
〃
″
〃

永
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
き
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
第
二
五
回

市
民
表
彰
・
褒
賞
の
授
賞
式
が
一
一
月
二
○
日
燭
に
市

役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
．
受
賞
さ
れ
た
の
は
市
民
表
彰

が
九
人
、
市
民
褒
賞
が
三
人
と
一
団
体
の
み
な
さ
ん
。

式
で
は
大
久
保
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
及
び
褒

状
を
贈
り
、
「
高
萩
市
発
展
の
た
め
に
、
職
務
や
奉
仕

鴎一一

の 鴇 ,＝●

篠原新一郎さん(下手綱）

昭和46年以来、市議会議員を連続7期

にわたり務められ、 この間、議長や各種

事務組合議員を歴任し、市政の発展に尽

力されました。また、消防団長や松岡土

地改良区理事長として地域消防や農業の

活性化にも多大な功績を残しています。

《喜びの声》議員活動の動機は、市政の

発展と農業活性化への取り組みです。今

回の受章は、それらの活動を応援してい

ただいたみなさんのお陰です。

藍
綬
褒

ー

市民褒賞章

〃
昭
和
詔
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
の
詣
年
余
に
わ
た
り
、
消
防

団
の
分
団
長
等
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
本
市
消
防
行
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

落合裕さん（高戸）が法務大臣表彰

奥様の落合敏惠さんが全国保護司連盟会長表彰（内助功労）を受賞

保護司として24年にわたる活動を続けて

いる落合裕さん。罪を犯した人々の改善

更生と犯罪の予防に尽力された功績で受

賞。また奥様の敏恵さんは、保護司の活

動を助けた功績での受賞となりました〔

｢地元で何らかのお役に立ちたいという

思いで保護司を引き受けてきました」

(落合裕さん)。 「内助の功でいただいた

のは光栄です」 （敏惠さん）

浅川徳男さん(高萩）

地域消防はそこに住む一人

ひとりの問題です。団員を

はじめ地域のみなさんに支

えられて分団の業務に取り

組むことができました。

‐

さ 1
多年にわたり地域に古くから伝わる祭ぱ ま長 、

やしを保存仏承するとともに､各種行事野木桂子さん(島名)主翻
にも積極的に参加し、地域文化の向上に

最近は健議つくりを目指舗貢献されています。
して軽い運動をする人が多 民会

活動をとおして地域の伝統芸能を次代に ＜なりました｡気軽に楽し の理
口伝えるとともに‘地域で温かく子どもためる社会体育の推進にこれ 社事
ちを守り肯てていきたいと思います。 がらも取り組んでいきます罰J締

昭
和
健
年
か
ら
現
在
ま
で
高
萩
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と

し
て
、
本
市
の
都
市
計
画
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
Ｊ
坐

鷺

作山壽男さん(上手綱）

産業廃棄物処理場の立地計

画に対して、熱心に議論し

たことを思い出します。こ

れからも快適な生活環境づ

くりに努力していきます。

3



つ日

工
蝋
纈
贈
鮒
雛
睡
諦
嶺
畿

内
の
小
中
学
校
と
高
萩
局
等
学
校
の
一
口
をと

校
が
連
携
し
て
エ
イ
ズ
教
育
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

一
」

こ
れ
は
、
〃
教
育
こ
そ
が
エ
イ
ズ
を
防
ぐ

の

最
大
の
ワ
ク
チ
ン
〃
と
と
ら
え
、
小
学
校
か

ら
高
等
学
校
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
が
、
§

雷

エ
イ
ズ
を
克
服
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
、
『
思
い
や
り
の
心
を
持
ち

心
豊
か
に
生
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指

蕊

し
て
』
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ
た

っ
て
は
、
学
校
の
先
生
だ
け
で
な
く
、
学
校

医
や
日
立
保
健
所
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の

千

参
加
に
よ
る
高
萩
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
発
達
段
階
を
十
分

に
踏
ま
え
た
教
育
内
容
の
検
討
を
図
っ
て
き
十
八

エイズ教育(性教育)研究発表会の

様子11月12日（木） ：文化会館

ま
し
た
。

そ
の
内
容

は
、
エ
イ
ズ

と
い
う
病
気

の
正
し
い
理

解
と
エ
イ
ズ

の
感
染
者
や

患
者
に
対
す

子どもたちはエイズ 灘騨灘繍鰯撫臨篭蕊鰄溌錘溌舞難認

小
学
校
の
低
学
年
で
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
ち

り
紙
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
は
自
分
の
も
の
を
使

う
こ
と
や
、
毎
日
の
入
浴
、
清
潔
な
手
の
洗

い
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
病
人
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

ケ
ガ
に
よ
る
出
血
は
、
自
分
で
水
で
洗
い
流

す
な
ど
、
感
染
予
防
の
た
め
、
血
液
に
直
接

触
れ
な
い
こ
と
も
学
び
ま
す
。

る
誤
解
や
偏
見
を
払
拭
し
、
思
い
や
り
の
心

を
育
て
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

fねえ』工〃ズのこと知っている？」と子どもたちに聞

湿迩遼患J認なさんはぎどう答えることができますか。
裁識繊謎.$繊鯵･鞍::;.: :．;. ､ ;．.;… :｡ ;蟻; .､: ！ ．. 〕 ． ． 、

き可どJJちやんと答えてあげられる人は、
． ．． 、… ・苧．､ ;…｡.､､等＃ 、“．: ： ． 、 、 、 ： ． ． ． :.. .． － ‘hいまい

似ない産思い表す6 『あとで』なんて暖昧にしないで、
､ ､戦.:; ､ ､<､ " ： ､ ､. ： :．､･餅〕･〕:． ：

･ ■ J ¥ﾘ■1＃■J i i■ir# ■〆1℃逆に、子どもたちに聞いてあげてください。
、 , 、,' く 嬢●

■ J■ J口｡"｢エイズのことで知っていること、教えて」と。
． ：．､ .::、

■ ■ ; なぜなら、子どもたちは、 3年前から

エイズのことを学んできているからです。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

合
わ
せ
た
エ
イ
ズ
教
育

ー

慣
の
大
切
さ
を
初
期
段
階
に
、
学
年
が
上
が

る
に
し
た
が
っ
て
男
女
の
体
や
心
の
違
い
、

エ
イ
ズ
の
病
原
体
の
性
質
・
感
染
経
路
・
感

染
予
防
法
な
ど
の
知
識
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
や
患
者
に
対
す
る
無
用
の
偏
見

や
差
別
、
不
安
を
払
拭
し
て
い
く
こ
と
が
、

エ
イ
ズ
の
感
染
拡
大
を
大
き
く
阻
止
し
て
い

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
清
潔
な
生
活
習

ｰ

根本あや子さん(高萩・写真左)と
鈴木祐子さん(島名）

公開授業を参観し、真剣に学び理
解し行動を起こしている子どもたち

に驚きました。エイズを含め弱い立

場の人への思いやりの心が損なわれ
ないよう、応援していきたいです。

一一＝■一－雪雫一一一一…

代
か
ら
三
○
代
に
集
中
し
て
い
ま
す

膣
分
泌
液
に
多
く
含
ま
れ
、
皮
盧
の
傷

□
や
性
器
の
粘
膜
か
ら
侵
入
し
ま
す
、

主
な
感
染
経
路
は
、
性
行
為
（
性
的
接

触
に
よ
る
感
染
）
、
母
子
感
染
、
麻
薬

の
回
し
打
ち
（
血
液
感
染
）
で
す
。

県
内
の
Ｈ
ｌ
Ｖ
感
染
者
は
一
一
九
○
人
，

患
者
は
八
二
人
。
総
数
で
は
東
京
都
に

次
い
で
二
番
目
で
、
感
染
者
は
、
二
○

日
本
語
で
は
、
「
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
」
と
い
い
ま
す
。
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
感
染
し
て
起

こ
る
も
の
で
、
体
を
病
気
か
ら
守
る
免

し
ゅ
よ
う

疫
機
能
が
破
壊
さ
れ
、
悪
性
腫
瘍
や
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
る
病
気
で
す
⑤

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
を
Ｈ
Ｖ
感
染

者
と
い
い
、
感
染
後
に
発
症
し
た
人
を

エ
イ
ズ
患
者
と
い
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
感
染
者
の
血
液
、
精
液
、

秋山中学校

で開かれた

公開授業の

様子

11月12日(木)

》蕊…蕊
…f蕊

■
磯

ロ
町
田
■


